
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 格別 指導 鞭撻 賜 心 感謝申 上   

当院 昭和33年 シムラ外科医院 祖父 あ 種村等 開設

年創立 65 周年 迎え 祖父 30 年史 顧 盆 正月

返上 い 誰 急患 対 年中無休診療 云う旗 掲

角 傍目 ふ 突 走 30年 救急医療 そわ

病院 あ 私 血 あ 肉 あ 記 い   

外科医院 開設 当院 現在 整形外科中心 病院 変化

役割 緩和ケア 多岐 わ い 当院 果

使 役割 変わ い 思 い 24 時間 365 日断

い救急 実践 全人的医療 全う いう当院 理念 一

意専心 思い 精進 い   

 

昨年度 理事長 1年目 初 当院 COVID-19 クラス 発生

クラス 3度発生 そ び 当院 救急医療 通常 業務 う い

く 前院長 あ 岩田尚士先生 多大 支援 賜 大変苦心 1年

救急車 入 台数 1555台 過去最高 更新

近隣 施設や医療機関 皆様方 紹 や転院 際 大変 迷惑

協力 い い あ 改 感謝申 上 コロナ禍 い 救急医療

支え く 救急隊 方々 心 感謝申 上   

 

年度 新院長 特別院長 沢山 先生方 勤務 く 実現 後当院

果 役割 広く 充実 考え い 整形外科領域 最先端

脊椎外科手術 内科領域 内視鏡検査 健診や外来診療 全身管理体制 構築や包括的医療

推進 力 入 い 昨年 引 広島大学病院様 連携 外傷

手術や 吸器外科手術 乳腺外科診療 漢方診療 組 参 益々地域 皆様 必

要 頼 シムラ病院 う 精一杯努力 い い 思い   

 

年度 昨年度 同様 温 い 指導 支援 賜 う 願い申 上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あい  

令和 5年 4月吉日 

医療法人社団曙会シムラ病院 

  理事長 池尻佑美 
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度令和 5年 4月 1日 院長 拝命い し し 髙 弘嗣

申し す  

私 昭和５９年 広島大学卒業後 広島大学第一内科 現在 消

化器内科学 入局し 道総合病院 広島赤十 原爆病院 経

呉医療セン 中国 セン 16年間勤務し 主 肝

臓病 中心 診療及び臨床研究 わ い し  

シムラ病院 創設 65年 わ 外科中心 医療 提供

し そ 培 伝統 信頼 誇 思

す  

今後 患者 最善 くし 医療技術 進歩 合わ

せ 設備や施設 整備 ス ッフ 教育 病院全体 挙

取 組 進 い す 地域医療 貢献す 地

域 先生方や看護師 連携 深 地域 方々 安心し 利用

医療機関 う 努力し い す  

 

そし 度 初 私 含 4 消化器内科医 し 勤務す し 消化

器内科医 勤務 今後 病院 発展 要 役割 果 す す 整形外科医

外科医 先生方 手術 専念 う 急性期 サポ ト 行い 退院 向 治療

先生方へ 診療情報 提供 わ せ い く 共 部消化管内視鏡

検査 体制 充実し 構築し 外来診療 拡充し いく所 す  

 

今後 シムラ病院 地域 貢献し 患者 信頼 医療機関 あ 目指

し 私 一 全力 取 組 い す  

 

力 及 い点 多々あ 思い す 皆様何卒宜しく 指導 ほ 願い致し す  

 

外来担当日 内科  

曜 日 午 前 午 後 

月曜日 ● ● 

火曜日 － － 

水曜日 ● ● 

木曜日 ● － 

曜日 － － 

土曜日 ●  

 

所属学会 資  格 専門分  

 

⚫ 日本肝臓学会 

⚫ 日本内科学会 

⚫ 日本消化器病学会 

 

⚫ 日本肝臓学会 指導医 肝臓専門医 

⚫ 日本内科学会 認定内科医 

⚫ 日本消化器病学会 指導医 消化器病専門医 

 

⚫ 肝臓病 

院長就任 挨拶 

院  長 

髙 野 弘 嗣 

  こうの ひろし 
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広島 皆様 度 京都 参 し 藤林 申し す  

京大病院 20 年間 わ 整形外科 脊椎外科治療を

す 同時 患者様 優しい低侵襲手術 医療機器 開発を

行 い し  

私 担当し す脊椎疾患 や首 痛 神経圧迫 伴う手

や足 痛 やしび 増悪す 手や足 麻痺や排尿障害 様々

症状を発症し 日常生活 支障を す様 す 背骨

変形 痛 症状 け く 外見 問題や 変形 伴

い消化器症状 他 疾患を誘発す ス あ す  

治療 い 適 治療法 選択 適 ン 介入

要 す わ わ 脊椎外科医 プ し 自覚を持 患者様

健康を第一 考え 良い医療を提供す 必要 あ す  

 

私 常 患者様目線 医療を行 い し 最 大事 正確 診断を早期

け す そ 患者様や 家族 相談し 病気 状態 適し 治療方針を立

治療を開始し す 時 早急 手術治療 必要 あ す  

手術 可能 限 低侵襲 方法 望 しい す 時 大 手術を選択し い いけ い

あ す 内視鏡や顕微鏡を用い 神経 圧迫を取 除く 手術 属製 ンプ

ン を用い 背骨 変形を矯正す 大 手術 多く 種類 手術 あ す 患者様

相談し 最 適し 手術を決定し い す  

 

わ わ 脊椎外科医 あ ゆ 手術を高い ベ 安全 提供す 技術を身 け

く必要 あ す 私 長い経験を生 し 高い ベ 医療を広島 患者様 提供

い し す 手術を行う け く 生活指 を含 細 術後 患者様 身体 メ

ンテ ンス 行 い す 一生涯を通し 患者様 安心を提供す を約束い し す  

 

所属学会 資格 専門  

⚫ 日本整形外科学会 

⚫ 日本脊椎脊髄病学会 

⚫ 中部日本整形外科災害外科
学会 

⚫ 日本バ オ テ ア 学会 

⚫ 日本成人脊柱変形学会 

⚫ 日本脊椎 ンス メン

テ ション学会 

⚫ 日本脊椎 脊髄神経手術手技

学会 

⚫ 日本整形外科学会 整形外科専門医 

⚫ 日本脊椎脊髄病学会 脊椎脊髄外科

指 医 

⚫ 日本整形外科学会 脊椎脊髄病医 

⚫ 日本整形外科学会 脊椎内視鏡 手

術 技術認定医 

⚫ 脊椎脊髄外科専門医 

⚫ 脊椎変性疾患 

⚫ 脊柱変形 

⚫ 脊椎骨粗鬆症 

⚫ 内視鏡手術 

⚫ 脊椎 脊髄腫瘍 

⚫ 脊椎外傷 

⚫ 脊椎ス ツ

障害 

 

※外来担当日 整形外科 予約制  

木曜日午前  及び 土曜日午前 

※脊椎専門外来日 予約制  

木曜日午前  及び 土曜日午前 

 

特別院長就任 挨拶 

特別院長・脊椎センター長 

 藤 林 俊 介 

   ふ ば  ん け 
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術後疼痛管理チ ム い  

 

 

 

 

手術麻酔部 部長 田口 志麻   

 

和4 10月 シム 病院麻酔科 赴任い 田口志麻

申  

前任地 広島大学病院 個々 患者 麻酔管理 外 曜日

別 手術室責任者 痛 外来 入院治療 担当 傍 疼痛モ

ッ 研究 携わ 大学病院 緩和ケアチ ム

一員や広島市救急救命士養成所 専任教授 経験 せ い 多

方々 貴 関わ 持 感謝 堪え せ  

一方 シム 病院 池尻佑美理事長 ハビ ス シム 澤 衣 子

施設長 旧知 仲 特 理事長 麻酔科 難治性疼痛疾患

治療や学会発表 共 行い 親交 深 参 そ 折

シム 病院 一緒 働 い 声 い 麻酔科 

堤 保夫教授 高配 赴任い  

 

シム 病院 断 い救急 病院理念 手術件数 々増加 発展 い

安全 手術環境 整備 麻酔科 増員 必須 あ 術後急性 亜急性期痛管理

救急隊員 方々 連携 私 経験 微力 最大限 活 せ 職場 運命 感

 

赴任 半 皆様 力添え い 多 患者 周術期管理 関わ や

い 感 い 大学病院在職中 大学病院 楽 あ 術後

患者 廊 違い際 雑談 患者 身近 感 病院

窓 天満川 水面 陽 輝 和大通 並木 四季折々 色 様子 一望

温 幸せ 気持  

後 手術 受 全 患者 安全 痛 少 い周術期 療 提供

う 精進 い 私 専門分 活 難治性疼痛や 域麻酔 神経ブロック

関 研究 着手 新 知見 シム 病院 報告 い 所存 う

願い申  

 

 

田口 生 迎え 術後疼痛管理チ ム 

活動 行 い  

 

 

 

 

整形外科 齋藤 文寿 い う ふ  

和 5 4月 赴任い 齋藤文寿 申 昨

福岡大学病院整形外科 勤務 整形外科

経験 浅 未熟者 少 力 う 努

い 所存 あ  

シム 病院 救急患者数 多 外傷症例 変性疾患 手術

件数 豊富 あ 京都大学 藤林 生 赴任

いう 貴 症例 経験 感

余裕 慌 い日々 あ 患者様 寄 添 療

提供 う精進 い う 願い申

 

ウン 風景 

新任 師 紹  

新任 師 紹  
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内科 清  裕  ゆう け  

 

度 令和 5 4月 シムラ病院 勤務 い く

消化器内科 清 申 広島大学病院 初期研

修後 呉共済病院 後期研修を い 再度広島大学病院

勤務後 シムラ病院へ 転勤 総合病院 勤務

い 消化器内科 診療 専念 シムラ病院

消化器内科 わ 全身を診 医師 外来 入院 従事

い い 考え い  

経験 内視鏡検査・治療 役立 い 思

シムラ病院 気軽 内視鏡 態勢を整え い い 考え

後 う く 願いい  

 

内科 垣内 由季 い  ゆ  

 

令和 5 4月 シムラ病院内科 着任 垣内 由季 申

成 26 広島大学を卒業後 消化器内科領域を中心

診療を行 い 主 内視鏡診療・治療を中心 研鑽を積

消化管疾患 診療 従事  

約半 間 産休育休を経 度シムラ病院 勤務 い く

 

不慣 迷惑を け 多い 存 患者様・周辺

地域 皆様方 役 立 う 精進 い 思い う

く 願いい  

 

 

 

 

 

診療技術部 主任薬剤部長 八本 久仁子 や  く  

 

令和 4 4月 縁あ シムラ病院 勤務 い い

令和 4 ３月 30 間国立病院機構 勤務 広島 山口 島

根 鳥取各県へ 転勤を経験 参 緩和薬物療法認定薬剤師や

認定実務実習指導薬剤師等 資格 あ 経験をい

薬剤科ス ッフ 認定薬剤師取得 バックアップを行い

後 薬学生 教育 関わ い い 思 い  

 

シムラ病院 勤務 思う 職種間 距離 近い いう

シムラ病院 薬剤師 い あ

い う 課題を探 薬剤科 業務整理

始 い  

シムラ病院 一員 頑張 参 う 宜 く 願い致  

 

新任医師 紹  

新任・就任 紹  
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看護部 部長  富吉 直美   

 

 び 看護部長 就任い 富吉直美  

う 願い致  

 

シム 病院 救急医療 通 社会 貢献 い 長い歴史 持

病院 1日 24時間 1年 365日絶え い医療 支え

心 質 高い看護サ ビス 提供 看護師 育成 重

要 考え い  

病院 来 安心 良 地域社会 必要

看護師 力 欠 患者や家族 同

僚 思いや 信頼 い 大切 思い 看護部 幅広い 

視点 心豊 感性 持 確 知識 技術 身 人材 育成 多職種連携 推進

や い あ 職場 目指 組 い  

 

 

看護部 看護副部長 山﨑 真由美 や  ゆ  

 

び 看護部 新体制 看護副部長 人体制  

一人 月１日 看護副部長 拝命い シム

病院 長年 緩和ケア 携わ 看護師長 病棟運営 関わ

い 外来 異動 外来師長 兼務

 

外来 病院 顔 言わ う 患者 最初 入 場

所 あ 場 対応 病院 印象 影響 与え う重要 場所

あ 入院 在宅 場 あ 外来看護師 果

役割や責任 大 い 感 い  

断 い医療 目指 当院理念 基 い 看護部目標 達成 看護副部長間や多

職種 連携 富吉看護部長 補佐 質 高い看護実践 人材育成 貢献

う尽力 参 皆様 う 宜 願い致  

 

 

看護部 看護副部長 新谷 公伸  ぶ  

 

4 月 看護副部長 就任い 新谷公伸 申

シム 病院 び看護部 理念 基本方針 基 富吉看護部長 指

揮 看護部職員へ イム 言や支援 心 看護部 目

標達成 向 精進 い 所存  

医療安全管理者 医療安全対策 推進 図 医療事故

防止 シム 病院 基本方針 一 あ 安全 医療 提

供 貢献 う医療安全 維持 向上 い  

加え 患者 安全 職員 安全 働

や 魅力的 職場 う業務 評価 改善 組 い い

思 う 願いい  

新任 就任 紹介 
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木曜日 土曜日 午前 脊椎専門外来 担当い ま 予約制 せ い い ま

緊急性 要 場合 予約 患者様 診 せ い ま 主 脊椎変性疾患 治療

行いま 脊椎変性疾患 加齢性変化 伴い生 疾患 具体的 椎椎間板ヘ ニ

ア 椎 べ 症 部脊柱管狭窄症 成人脊柱変形 頚椎椎間板ヘ ニア 頚椎症性脊髄症

脊柱靭帯骨化症 骨粗鬆症性椎体骨折 疾患 あ ま 以外 脊椎外傷 脊椎腫瘍

脊髄腫瘍 感染 脊椎炎症性疾患 椎 離症 疲労骨折 スポ 障害 診 せ い

ま  

 

低侵襲手術 目指 医療機器開発 行 いく 医療機器 厚生労働省

承認 受け いま 本院 積極的 新規医療機器 導入 行いま 当院 ペインク ニ

ク専門医 常 ま 保存治療 協力 行 まい い 思 ま

手遅 手術適応 い 諦 い 患者様 ま 可能性 残 い ませ

う 相談く い  

 

以下 私 行 い 主 術式 紹介い ま 病態 患者様 状態 合わせ 使い け

いま  

 

 椎椎間板ヘ ニア 内視鏡下椎間板ヘ ニア摘出術 MED  

 椎 べ 症 低侵襲 椎側方固定術 OLIF 経椎間孔的 椎後方椎体間固定術 TLIF  

 部脊柱管狭窄症 棘突起縦割式椎弓 除術 片側侵入両側除 術 

 成人脊柱変形 変形矯正固定術 

 頚椎椎間板ヘ ニア 頚椎人工椎間板置換術 頚椎前方固定術 顕微鏡下椎間板ヘ ニア

摘出術 

 頚椎症性脊髄症 頚椎椎弓形成術 頚椎前方固定術 

 骨粗鬆症性椎体骨折 椎体形成術 BKP 後方固定術 椎体置換術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者 日本 導入 低侵襲 椎側方固定術 術式 よび手術前後 ントゲン写真 

 

 

 

特別院長 藤林 俊介 ふ  け  診察日 毎週木曜日午前 土曜日午前 

脊椎専門外来 い  
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脊柱変形矯正固定術 ：術前 右：術後  

 

者 開発し 移 骨採取 不要 脊 固定用人 骨 

 

 

 

院長 野 弘嗣 う  ひろし  

 

令和 5年４月 シムラ病院 し 初

内科医師を迎え まし  

常勤 し 野弘嗣 清 祐介 非常勤 し

  福原基充 垣内由季 ４名 医師体制

ま                     

肝臓専門医 胆膵専門医 消化管専門医 そろ

消化器疾患 対 専門的 診療

部内視鏡検査や治療を行う 総合

内科診療 力を注 い 考え いま  

ま 整形外科医 外科医 先生方 手術

専念 う 急性期 サポートを行い

退院 向 治療 先生方へ

診療情報 提供 わ い

い 考え ま  

 ま 部消化管内視鏡検査 体制を充実

し 構築し 外来診療 拡充し い 所

存  

地域 医療 貢献 う努 い 所存 ろし 願い申し ま  

 

内科 新体制 い  

野先生  清 先生 垣内先生 

福原先生 
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整形外科 四宮 陸雄  く  診察日 毎週火曜日午後 

 

和 4 9 毎週火曜日 14 時   

ム 病院 外来 い 四宮 申 私 成 19

整形外科専門医 得後 整形外科分 中 “手外科

マイ ロサ ャ ”分 専門 診療 参  

“手外科” 何？ いう 皆様 素直 感想 思い

世間 認知 い い領域 思わ  

手 整容 機能 日常生活 上 非常 要

見 目 感覚 運動 い 欠い 日常 生活動作 支障

ょう 見 目 顔面 い 2番目 要視

部位 言わ 綺麗 治 求

手 感覚 運動 動作 把持 握 獲得 必要不

可欠  

 

私 手 機能 問題 生 う 手疾患(外傷 含 ) 対 専門性 発揮 “手外科専門

医” 地域 患者 役 立 思  

手 痛 び 麻痺 変形 外傷 困 方 い い 一度 診

く い  

 

 

 

 

紹介患者 付  

○ 病診連携 地域連携 い 問い合わ 082-231-6720 患者支援セン 直

通 へ 連絡く い  

○ 患者情報 診療依頼 FAX 082-292-8680 患者支援セン 信く い

確認後必要 応 診療 調整依頼 行い  

○ 転院 相談 緩和 ア病棟 回復期 ハビ テ ョン病棟へ 転院 相談 入院紹

介 承 担当 ソ ャ ワ カ い 連絡く い  

 

 

 

 

 

相談  

 和 5 ２ 緩和 ア認 看護師 配属 患者 治療 療養 意思決  

支援等様々 相談 カウンセ ン 行い  

総合相談案内  

療養生活 院後 何 困 あ ？ 

社会福祉士 資格 各病棟専任 医療ソ ャ ワ カ 医療相談員 MSW

いい 認 心理士 資格 看護師 様々 相談 応 予約 必要 場合

あ 気軽 相談く い  

 

時間帯   日 8 30～17 30 土曜日 8 30～12 30 

連絡先 
表電話 082-294-5151 直通電話 082-231-6720 

直通 FAX 082-292-8680 

 

緊急 及び 一般病棟入院 
付 患者支援セン 直接 

担当医師へ 連絡く い 

回復期 ハビ テ ョン病棟 MSW 内線 344  

緩和 ア病棟 MSW 内線 517  

患者支援セン 案内 

専門外来 手 外科 い  



 

１

２

３

４

５

６

☎０８２-５０３-５７０７

 「ハビリス・シムラ」のご紹介 
  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

私たちは障害や疾病を抱える入居者様が「適した、ふさわしい」生活を送り、より良く生きられ

るよう支援することを理念とし、令和 5 年 3 月末時点で延べ81名の入居者様をお受け入れしました。 

今後とも病院隣接であるメリットを最大限生かした施設運営を行うことで、地域の皆様・医療機

関の皆様のお役にたてるよう、職員一同精進してまいります。 

引き続き宜しくお願い申し上げます。      施設長 澤 衣里子 
 

「 」の特徴 
  

シムラ病院隣接 
隣接するシムラ病院が協力医療機関として医療面を  

サポートします。 

  

24 時間看護師常駐 
介護士はもちろん、看護師も 24 時間 365 日常駐。  

夜間でも必要な医療対応を行うことができます。 
（点滴、CV ポート、気管切開、胃瘻、経鼻栄養 など） 

 

訪問診療・往診 
医師による在宅診療（訪問診療・往診）を 

ご自身の居室で受けることができます。 

 

    ターミナルケア・看取り対応 
入居者様・ご家族に寄り添うターミナルケアを 

提供致します。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

ご入居者様 募 集 中 （全室個室/定員 50 名） 

                  お気軽にご相談ください。 
  

介護付有料老人ホーム  

≪お問合せ先≫TEL 082-503-5707 

〒730-0841 広島市中区舟入町 3 番 9 号 
 

 
【施設概要】■施設名称／介護付有料老人ホームハビリス・シムラ■所在地／広島県広島市中区舟入町3番9号■類型／介護付有料老人ホーム ■介護保険／特定施設入居者生活介
護 ■敷地面積634.75㎡ ■ 延床面積5388.64㎡ ■ 居室総数／50室（全室個室／定員50名）■構造・規模／鉄骨造地上8階建て 耐火建築物■居室設備／エアコン、洗浄機付トイレ、
車椅子対応洗面台、ナースコール、システム家具、照明器具、介護用ベッド■共用設備／エントランス、食堂・機能訓練室、談話室、事務室、洗濯室、共用トイレ、脱衣室、一般
浴室、機械浴室■居住の権利形態／利用権方式■利用料の支払方式／月払方式■入居一時金／０円■利用料月額（家賃、管理費、食費）210,000円～ 260,000円※介護保険サービ
ス費、医療費、自費サービス、紙おむつ代などは含まれていません■入居時の要件／原則65歳以上の方、要支援、要介護認定を受けている方■入居時期：2021年（令和3年）3月1
日～■介護に係る職員体制3：1（要介護者3名に対し、常勤換算1名以上の職員体制※週40時間換算）■土地建物の権利形態／事業主体所有■事業主／シムラ商事株式会社 

ご入居までの流れ 

「ハビリス・シムラ」は 

「医療法人社団曙会 シムラ病院」隣地に開設した介護付有料老人ホームです。 

「ハビリス（Habilis）」とは「適した、ふさわしい」の意味を持つラテン語で、 

「リハビリテーション（Rehabilitation）」の語源になっている言葉です。 
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診 療 科 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

人工関節専門外来 肩痛外来 骨粗鬆症外来

専門外来

ポ ツ外来
池尻 完全予約制

笹田 広島大学腫瘍外科

外　 科 12：00ま

消化器科

乳腺外来

外　 科 笹田 広島大学腫瘍外科

専門外来
Ｎ 外来

栄養サポ 摂食障害

岸

緩和面談

外来

午
前

—

午
後

池尻 佑 —

— —池尻 佑 池尻 佑 —

— —— —

午
後

— — — — —

広大救急

午
前

— — — — —

午
後

　井 岸 　井 岸

坪　川
広大外科

午
前

岸 井 岸 　井 岸

循環器
内科

午
前

石　橋 岡　田 － 濵　田 大　澤 －

福　原

午
後

福　原 垣内 福　原 垣内 清　 広大救急

広大救急

内　科

内視鏡

午
前

福　原 垣内 福　原 垣内 垣内

午
後

髙　野 清　 髙　野 清　 清　

沖　本

内　 科

午
前

髙　野 清　 髙　野 髙　野 清　 髙　野

午
後

肩痛外来
池　尻

脊桧専門外来
村　田

—
人工関節専門外来 脊桧専門外来 骨粗鬆症外来

手 外科外来
四　宮

吉　岡 村　田

午
前

肩痛外来 脊桧専門外来
—

整形外科
吉　岡 池　尻 池尻

藤　林
村　田

沖　本

広大整形
or

広大救急
齋　藤 澤 伴

林 広大整形 齋　藤四宮 広大整形 生田 広大整形 沖　本

午
後

池　尻 村　田 吉　岡 村田 14：30～ 澤

澤 池　尻 村田 10：00～ 藤　原
産業 大桦木 広大整形 藤　原 藤　原 齋　藤 沖　本

整形外科

午
前

　吉岡 池　尻 吉　岡 藤　林 伴 藤　林
伴

10：00～

14：00～17：00

 

 

 

                  ※ 和 5 6 月 1 日時点       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人社団曙会 シムラ病院 
二次救急指定病院 ／ 労災保険指定病院 ／病院群輪番制病院 ／ 日本 療機能評価機構認定病院 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

標榜科目：外科 整形外科 内科 消化器外科 循環器内科 

消化器内科 肛門外科 乳腺外科 放射線科 

麻酔科 ﾘ ﾘﾃｰｼｮ 科 緩和ケア科 精 科 

 

外来診療予定表 整形外科専門外来 

ム QR コ  
 

 

 

 

 

 

らにか 覧い けます 

ム ニュ ア 案内 

http://www.shimura.hospital 

和 5 ６月 

ニュ ア 予定 す。 

ぜひ 覧 い。 

〒730-0841 広島市中 舟入町 3 番 13 号 

電話 082 294 5151  電話 082 231 6720 地域連携室  FAX 082 294 5152 

 

○診療時間 日 午前/9：00～12：00 

        午後/14：00～18：00 水曜 14：30～  

     土曜 午前/9：00～12：30 

       午後/休日体制 

※新患受付： 日 17：45 ま  土曜 12：15 ま  

○休 診 日 日曜 日 急患 随時受け付けます 


